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1． はじめ に

　本研 究は 、韓国と日本の 相互理 解を目的とし、韓

国 人、日本人、日本在住韓国人 の 3 集団を対象に 、

言 語か ら連想される色彩イメージを比 較検討した 。

第 1 に、色調に関する色彩語か ら連想される色調領

域 の範囲を比較した 。 第 2 に、「韓国」と「日本」という

国のイメージと色との 関連、また、その 色を選んだ理

由を通 して色各集団が抱い て い る日
・韓 のイメ

ージを

比 較した。こ れらの 各群に おける共通点と相違点の

結 果 は 、日・韓 の 交流 に 基礎 的資料と して 有効 で あ

ろう。

2．研究方法

調査参加者 ：  韓国人 群 ソウル市 に居住する社会

人 71 名 （男 34 名、女 3フ 名、平均年齢 38．0 歳

［SD ＝4．2］）。   日本人群 ： 東京都 に 居住する社会

人 70 名 （男 35 名、女 35 名、平 均年齢 41．5 歳

［SD ・8．2］）。   日本在住韓 国人群： 東京都 に居住

する社会人 70 名（男 32 名、女 38 名、平 均年齢 40．6

歳［SO ・5．3］）。実施期間 ：韓国 で は 2009 年 3 月 、日

本では 2009 年 4 月 〜7 月。

使用色彩 ：基本 6色 相 （R 、O 、Y、　G 、　B 、 P）に対する 11

の 色調（pale，1｝ght　grayish，　grayish，　da蹴 grayish，　light，
soft，　dull，　dark，　bright，　deep，　vMd ）の 66 色（PCCS ： 配

色カード199c、2cmx20m ）を用 いた。66 色 は長波長

系列色 （R、0 、Y）と比較的 短 波長 系 列色 （G 、B、P）と

して 分け、2 種類の チ ャ
ートに した。各々 33 色の 色 は

背景紙 （N5、26cm　X　18cm）に ランダム に 配 置され た。

便宜上 、以下 から長波長系列色をA 型 、短波長 系列

色を B 型として表記する。

使用言語 ：1．〈すんだ色、2．柔らか い 色 、3．明るい

色、4．暗い 灰み の 色 、5，濁 っ た色 、6．鮮やか な色、

7，強い 色、8．暗い色、9，薄い 色、10，明るい 灰み の

色 、11．澄 んだ色 、12．濃 い 色、13，日本を色 で 表す

と何色ですか 、
14．韓国を色 で 表すと何色ですか 、 の

14 項 目 。

手続きおよび分析 ：提示され た言語に対して 、 連 想さ

れるイメージ の 色を提示されたチャートの 中から選ぶ

ようにした 。1番 か ら 12番 までの 言 語 項 目で は、選 択

数に制限がなく、13番と 14番では選択数（1つ ）の制

限があ っ た。各項 目で 選 ばれた色 数 を色調 ごとに分

け、色 調ごとの 総色 数を用 い て 百 分率として 計 算し、

各群の 結果を比較した 。

3．結果及び考察

3．1．色彩語か ら連想される色域に おける日韓比較

　 3 集団間に おい て 、選択された頻度の差 は少し異

なるものの 、色域の範囲が非常に
一致された色彩語

は「鮮やかな色」と「薄い色」であっ た。3集団が 「鮮や

かな色」としてもつ イメージは 「vivid 」，「bright」，「pale」

の 色調領 域 まで 、「薄 い 色 」として もつ イ メージは

「pale」，「light」，「light　grayish」の 色 調領 域 ま で 及 ぼし

た 。 こ の こ とか ら、「鮮やか な色」と 「薄い 色」は 韓国と

日本とい う国 の環境的要 因 と関係 なく、連想される色

彩領域が 一致しやすい 色彩語であると思 われる。

　次に、3 集団間 におい て、大きく異 な っ た領域 とし

て 選ばれた色彩語は 、
「柔らか い 色」、「〈すんだ色」、

「濃 い 色」、「明るい 灰 み の 色」、「暗い 灰 み の 色」、
「澄ん だ色」で あっ た。「柔らか い 色 （A 型）」に おい て、

韓 国群と日本在住韓国群 は rpale」，rlight　 grayish」，
「s。ftJの イメージをもつ 反面 、日 本 群 は 「pale」，「light

grayish」，「softJ 以 外 に も「vivid 」，「dark　grayish」，
「light」の イメ

ージまで示 した （図 1）。「〈すんだ色 （A

型 ）」にお い て も日本 群 は 、 韓 国群や 日本在住韓国

群 と異なる結果を示 した （図 2）。また、日本 群は 各言

語に おいて、韓国群や 日本在住韓国群 よリ選択した

色 の 頻度 が 高か っ た。その 代 表的 な の が 「濃い 色 」

である（図 3）。一方 、日本在住韓 国群が 「くすんだ色

（B 型 ）」、「暗 い 灰 み の 色 （B 型）」、「濃い 色 （B 型）」

に対してもつ 色彩イメージは 、日本群や 韓国 群とは

異なる色彩領域であることもわか っ た（図 4、5、6）。

また 、「澄んだ色（B 型）」、「明るい灰み の 色 （B 型）」

に対して 連 想される実際の 色彩は 、各群それぞれ異

なる領域として選択された（図 7、8）。

　以 上 の こ とか ら 3 つ の点 が考えられ る。1つ 目は 、

色 彩言語か らイメー
ジされる色 域の 範囲に お い て 、

環 境の影響を排除できな い とい うこ とで ある 。 2つ 目

は、短波長系列色 （B 型 ）より長波長系列色 （A 型 ）に

お い て 、色彩語 か らイメージされ る色 域 の範 囲 が一
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致しや すい と判断され た 。 最後に 、色彩語の 「明 る

い 色」、「鮮 やか な色」、「強い色」、「暗い色 」か らイメ

ージされる色域は 環境を超 えて
一

致しやすい が 、色

彩語の 「くすんだ色 」、「柔らか い 色」、「明るい 灰み の

色 」、「暗い灰 み の色 」、「澄ん だ色」か らイメージされ

る色域 は 、人 々 それぞれ異なる可能性があると考え

られる。

3．2．色で表す日本と韓国のイメ
ージ比較

　3 集団は 「韓国」の イメージとして 「vivid 　 t・ ne 」を連

想する ことが
一

致された（図 9）。 その 理由として 、「情

熱 的 」
・「感情的 」とい う指摘が 多か っ た 。また 、「日

本」のイメ
ー

ジとして 「pale　tone」、「light　grayish 　t。 ne 」

を連 想 して い ることが 3 集 団 に お い て 一致された （図

10）。そ の 理 由 とし て 、「落ち着い て い る」
・「理 性的 」

が 多く出現された。

ところが 、韓国 群と日本群 は各々 、母 国 に対するイ

メージが 、 他の 2 つ の集 団とは異なる点に注 目され

る 。 すなわち、韓国 の イメ
ージに対 して 韓国群 は 、

日 本群や 日本在住韓国群 がイメージして い るより「落

ち着いた色調 ；grayish，　dark　grayish ，　light　tone」らに

対する選 択率が 高く、日本 の イメージに対 して 日本

群 は 、 韓国群や 日 本在住韓国 群がイメージして い る

より「鮮 やかな色調 ； vivid ，　bright，　 light　tone」らに対

する選択率が高 い 。その色を選ん だ理 由か らも、日

本群 は 日本に対するイメージとして 「情熱的 ；韓 国の

イメージに 多か っ た理 由」とい う評価をもっ ているし、

韓国群は 韓国に 対するイメージとして 「落ち着い て い

る； 日本の イメージ に 多か っ た理 由」とい う評価をもっ

て いた。これらの こ とは 、日本と韓国 は各分野で 活 発

な交流を行なっ て い るが 、実際に はお互 い に まだ知

られてない ところが多いか もしれな い と解釈される 。

4 ．課題

　本 研 究 の 結果が 、韓国人と 日 本人 の 一般的な傾

向として提示 する点は弱い 。 しか し、韓国 と日本を比

較 す る研 究 にお い て 、日本在住韓国人 の 資料 が比

較で きた こ とは有意義で あると思慮される。日
・韓交

流 に おい て 有用に 適用 されるこ とを念頭 する際、こ

れ か らさらに持続的な調査が 要求される。

図1．柔らか い 色 〔A 型〉

図 4，くすん だ 色 （B 型）

図 7，澄 んだ 色 〔B 型 ）

図 2．くす んだ 色 （A 型 ）

図 5．暗 い 灰 みの 色 CB 型 ）

図 8．明 るい 灰 み の 色 （B 型 ）

図 3 濃い 色 （A 型）

図 6，濃 い 色 （B 型 〉

図 9．韓 国 を色 で 表 す と 図 1｛〕，口本 を色 で表 す と
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